企画提案書の作成について

1． 企画提案書の構成

企画提案書の構成は、以下のとおりとします。

· 業務実施体制表（様式－１）

· 予定管理責任者、予定スタッフの経歴・従事業務調書（様式－２）

· 本業務の実施方針（様式－３）
· 参考見積（様式自由）

· 委託費の管理体制等（様式自由）

2． 企画提案書の書式および枚数

（1） 業務実施体制表（様式－１）は、Ａ４サイズとします。スタッフが多くなる場合は適宜枠を増やして結構です。
（2） 予定管理責任者、予定スタッフの経歴・従事業務調書（様式－２）は、Ａ４サイズとし、予定管理責任者及び予定スタッフごとに記入してください。原則として１人につき１枚とします。
（3） 本業務の実施方針（様式－３）については、枚数の指定は行いませんが、Ａ４サイズとし、「２．事業の趣旨」「３．事業の内容」をふまえて企画する本業務の全体像について記述するものとします。
（4） 参考見積については、本業務に係る必要な経費を算出してください。なお、特に様式、枚数の指定を行いませんが、サイズはＡ４としてください。

（5） 委託費の管理体制等については、
文部科学省からの委託費を適切に執行・管理する体制が整備されていることを示すもの、また、財務状況を示すものを提示してください。なお、特に様式、枚数の指定を行いませんが、サイズはＡ４としてください。
３．記載にあたっての注意事項

（1） 業務実施体制表について
· 受託者として選定された場合に業務に携わる方を記入して下さい。その際、業務遂行に関して、全般にわたり管理を行う管理責任者１名と実務を行う担当スタッフ全員について、氏名、所属・役職、担当する業務分野をそれぞれ記入して下さい。
· なお、所属・役職について、企画提案書の提出者以外の機関等に所属する場合は、機関名等も記入して下さい。
· 「エフォート」は、総合科学技術会議におけるエフォートの定義である「研究者の年間の全仕事時間を１００％とした場合、そのうち当該研究の実施に必要となる時間の配分率（％）」という考え方で決定して下さい。なお、「全仕事時間」とは研究活動の時間のみを指すのではなく、教育活動等を含めた実質的な全仕事時間を指します。
（2） 予定管理責任者、予定スタッフの経歴・従事業務調書について
· 予定管理責任者１名と予定スタッフ全員について１名ずつ記入して下さい。
· 記入事項は、機関名、所在地、氏名、業務経験年数、所属・役職、管理責任者と担当スタッフの区別、担当する専門分野、担当する業務分野、職歴・業務経歴等です。
（3） 参考見積について
· 参考見積は、契約予定者を選定するための評価項目としては基本的に用いませんが、評価点が同点になった場合には、見積額の安い方が優位にたつものとします。
（4） 委託費の管理体制等について
· 文部科学省からの委託費を適切に執行・管理する体制が整備されていない場合には契約予定者として選定しません。
（様式－１）

平成　　年　　月　　日

文部科学省研究振興局

　情報課長　　岩　本　健　吾　殿
住所又は
事務所所在地
商号又は名称
予定管理責任者氏名             　　　   　印

企　画　提　案　書

「ＨＰＣＩコンソーシアム運営事務」業務につきまして、次のとおり提案いたします。

■　業務実施体制表

	
	予定スタッフ

氏名
	所属・役職※
	担当する業務分野
	エフォート(%)

	予定管理
責任者
	
	
	
	

	スタッフ１
	
	
	
	

	スタッフ２
	
	
	
	

	スタッフ３
	
	
	
	

	スタッフ４
	
	
	
	


※所属・役職について、企画提案書の提出者以外の機関等に所属する場合は、機関名等も記述すること。

（様式－２）

· 予定管理責任者、予定スタッフの経歴・従事業務調書

	機関名
	

	所在地
	

	氏名
	業務経験年数　　　　　　　　　　　　年

	所属･役職



	本業務での役割
	管理責任者 ・ 担当スタッフ

	専門分野
	

	担当する業務分野

	職歴・業務経歴等



※予定管理責任者及び予定スタッフごとに記入をお願いします。

※業務経験年数、職歴・業務経歴等には大学院在籍期間は除いてください。
（様式－３）

· 本業務の実施方針
	準備段階のコンソーシアムがHPCIの構築とこれを主導するコンソーシアムの形成に係る各種の課題の検討を円滑に進めていけるように、本業務で行うべき運営事務について、その具体的な実施方法を体制（具体的なスタッフの配置と役割）や組織を含めて記述してください。






















































